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＜聖マリアンナ医科大学病院を受診された患者さん家族の方々へ＞
当院では下記の臨床研究を実施しております。　
本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。

[bookmark: _GoBack]【研究課題名】　家族向け心理教育が認知症イメージに与える影響―新しい認知症観の浸透という視点から―

【研究目的】　家族向けの心理教育プログラムが、家族介護者の認知症イメージにどのような変化をもたらすかを、講座前後の自由記述を用いて探索的に検討いたします。特に、新しい認知症観の浸透に寄与する可能性を語彙レベルから評価します。

【研究対象】　2020年１月1日～2025年9月30日の間に当院で「認知症はじめて講座」に参加され、任意のアンケートを記載した介護家族の方
【研究実施期間】　承認後～2026年11月15日
【抽出項目】　アンケート内項目の講座前後の認知症イメージについて記載した6項目

【個人情報等の保護について】
個人を特定する情報がない任意アンケートではありますが、収集されたデータは、データ管理者が管理を行い、神経精神科医局の鍵付きの棚で厳重に保管します。この研究に関わって取得される資料・情報等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取り扱います。
【研究結果の公表について】
研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。

【問い合わせ先・相談窓口】
聖マリアンナ医科大学病院　認知症（老年精神疾患）治療研究センター
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表) 　内線番号：3202
担当臨床心理士：　田所　正典 
対応時間： 9:00～17:00

【研究機関名及び本学の研究責任者氏名】
研究機関　　聖マリアンナ医科大学病院・認知症（老年精神疾患）治療研究センター
研究責任者　田所正典　精神療法ストレスケアセンター　臨床心理士

 

